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授業内容・方法1. 材料力学の目的、材料力学における基本仮定：0.5回
（連続体仮定、均質材料、等方材料）

2. 棒の引張りと圧縮における応力とひずみ：1.5回
（垂直応力、せん断応力、垂直ひずみ、せん断ひずみ）

3. フックの法則と弾性係数：1回
（弾性変形、フックの法則、縦弾性係数、せん断弾性係数、ヤング率、ポアソン比）

4. 材料の機械的性質（力学特性）と材料試験、許容応力と安全率：1回
（材料の力学的性質、材料強度、材料試験法、塑性、疲労、クリープ、許容応力、安全率）

5. 静定骨組構造物における軸力と変形：1.5回
（軸力、のび、釣り合いの微分方程式）

6. 不静定骨組構造物における軸力と変形：1.5回
（静定と不静定、変形の適合条件）

7. 熱応力：1回
（線膨張係数、熱応力）

8. 残留応力・初期応力、応力集中：1回
（残留応力、初期応力、応力集中、応力集中係数）

9. ねじり：1.5回
（中実丸棒、中空丸棒のねじり、ねじりモーメント、ねじりによるせん断応力、断面極2次
モーメント、比ねじれ角、円形断面以外のねじり、密巻きコイルばねの応力と変形）

10. 真直はりの曲げ：3回
（曲げ、せん断、はりの支持条件、集中荷重、分布荷重、合応力、曲げモーメント図、せん
断力図、平面保持の仮定、断面の図心、断面2次モーメント、中立軸、曲げによる垂直応力）

11. 真直はりのせん断応力とたわみ：0.5回
（はりのせん断応力の釣り合いと分布）



引張り・圧縮
２－２ 不静定問題

（３） 軸力を受ける両端固定棒（前回説明した解法）
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引張り・圧縮２－２ 不静定問題

（３） 軸力を受ける両端固定棒（別解法）
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演習問題

上図に示すような直径5mmのA-36のスチール棒（E=200GPa）
がある。一方は壁Aで固定されており、もう一方は壁B’との間
に1mmの隙間がある。

C地点において20kNの力をかけた際、壁Aと壁B’にかかる力

を求めよ。



演習問題（解説・前回説明した解法）
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演習問題（解説・別解法）
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引張り・圧縮
２－３ 熱応力

l

棒の線膨張係数をα、
縦弾性係数をEとする

はじめ棒の温度ｔ0

温度上昇により温度ｔになっ
たとする
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２－３ 熱応力
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引張り・圧縮
２－４ 残留応力・初期応力
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棒Aは棒Bよりわずかに長く作られてい
る。棒Bは棒Aを中心に対称に組み立て

られているとする。
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